
1 ま え 力
' 
き

ニトロフミン酸による床上のPH矯正は,過剰施用 した

場合に苗の初期生育が抑制される。そこでニトロフミン酸

施用による苗の生育阻害要因について検討 した結果を報告

する。

2試 験 方 法

1 昭和53年現地におけるこトロフヾン酸施用量と苗の
生育阻害の実態解析を行い,現地使用資材のPH, EO,硝

酸を測定した。さらにニトロフミン酸添加による土壌方1の

硝酸 ,亜硝酸生成と上壌のPH低下について検討 した。

2 現地使用資材の箱当り施用量と苗の生育について ,
ニトロフミン酸 ,0,60,lη ,180,240,300夕 を加え芽長 ,

根長 ,根数を中心に調査 した。

3 ニト■フミン酸施月による阻害要因の解析
各種抽出法による阻害物質の究明について: ニトロ
フミン酸原体を水,01N― Na oH,80%ア セトンにて,
1回 ,3回 ,5回 ,と 抽出操作をくり返し,そ のたびに,

液 ,残溶をとり,それぞれについてシャーレで発芽試験を

行った。

ニトロフミン酸添加によるガス発生とその障害につい

て: ニ トロフミン酸原体と原体を1対 10で水洗いした資
材について発芽試験を行った。さらにこれらを10日 間 ,30

℃で開放後 ,再度水分を供給して実験をくり返 した。

■Elの種類: ニトロフミン酸の多少 ,床土への混合
時l・J,床上の水分 ,温度 ,薬材の組合せ(L32直交表 )で

根の伸長抑制を中心に検討 した。

3 試験結果および考察

現地の大量育苗は,ユ トロフミン酸で適正なPH矯正が

行われた場合は良質の苗が得られている。しかし床上のPH
に関係なく過剰に施用 した場合に障害がみられた。さらに

現地で使用 した資材のPII,EC,硝 酸含量は,表 1に示し

たが,昭和53年度の現地資材はPHがやゃ低く,EC,硝酸
は明らかに高い値になっている。また,実際の上壌に添加
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した場合,PHが低下しやすく,30℃ で 2日 間インキ^ペ
ート後の亜硝酸生成も現地資材が多い傾向を示 した。

表 1 現地使用資材の検討 (昭 53)
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図 : =ト ロフミン酸添加量と根長 ,根数

一方現地使用のニトロフミン酸施用量と苗の初期生育の

関係は,図 1に示 した。出芽直後の根長はニトロフミン酸

の施用量が増加するにしたがい明らかに抑制される。しか

し生育が進むにつれて回復 し,播種後 10日 目には両土壊 と

もに箱当り1211′の施用量まで回復し生育量がまさる。

これらニトロフミン酸施用による阻害要因の解析として

水,Na OH, アセトンで抽出し,抽出液と残査でそれぞれ

発芽試験を行った結果 ,表 2に示すように水抽出の場合に

1回抽出液が明らかに根の伸長を阻害する。3回 , 5回抽

出液の阻害は少ない。残澄は水抽出5回残溢でも 1回残澄
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と同程度の阻害がみられた。 01N― Na OH抽出は1～ 5回

抽出液のいずれも発根阻害がみられる。
′
しかし残澄は抽出

回数を増すごとに発根阻害がなくなる。80%ア セトンは水

抽出結果と類似の傾向を示 した。

表 2 水抽出の発芽試験
a抽 出 液

さらに密閉系内でニトロフミン酸原体を1対 10で水洗い

した‐トロミン酸を用いて発芽試験を行った結果,図 2に

示すように,水洗い資材で阻害が軽減され,こ の資材をさ

らに開放系で30C,10日 間放置 した後の発根はさらに良好

になることから,ニ トロフミン酸の製造上,水洗いと瀑気

によるガス抜きの重要性が示峻された。

また,ニ トロフミン酸の多少と育苗技術相互の要因解析

結果は,床土の種類, タチガレン+ダ コニール使用,温度

条件が相互に関連 している。とくにニトロフミン酸の施用

量が多い場合に薬剤の混用で根の伸長が阻害され,播種20

日前の混合で抑制が少ない。しかし過剰施用をさけること

が最も重要な要因であり,き めの細かい安全施用基準の策

定が必要である。

表3 要因効果
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N. :tF.:7Eer!.: 少 108**

多 081
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1 ‐トロフミン酸による床上のPH矯正は,過剰に施

用 した場合,出芽直後の種子根の伸長が抑制される。

2 ニトロフミン酸による生育阻害要因について検討 し

た結果,水洗いによる遊離硝酸の除去と瀑気によるガス抜

きの重要性が示唆された。

3 過剰施用防 J:のため安全施用基準の策定が必要であ

る。
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図 2 ニトロフミン酸添加によるガス発生とその障害


